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英謌 と文化の多様性を認識するためのPre− reading 　Activities

Pre−readillg 　Activities　to　Understand　English　and　Cultural　Diversity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 和 田 千波留 （文教大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤　晶子 （相模女子大学）

は じめ に

　言語習得の 場に 、
コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 能力育成 とい う目標が掲げられて 久 しい
。 実際 に

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をはか るた め に は 、 相手の 文化的背 景を理解するこ とが不可欠で あ る

わ けだが （異文化間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ）、　 ど うして も英語 圏の 国 々 の 文化 や英語志向

に な りが ちで ある 。 　 しか しなが ら英語 に は世界の 公用 語 と して の 側 面が あ り、英語圏 で

は ない 文化的背景を持つ 者同士 が、英語 で コ ミュ ニ ケーシ ョ ン をはか る場合 も多い
。 ゆ え

に、学習者に 「英語 を母語 と しない 人 々 が話す英語亅 と 、
「そ れ らの 国々 の 多様な文化」

に触れ る機会 を与 える こ とは意義あ る もの とい える 。

1 ．授業の方 法 と目的

　私 たちは この試み を異文化理解を コ ンテ ン トとした読解 の 授業で 、pre・reading 　 a。tiVities

と して導入 して い る 。 形態 と して は 、 これか ら読 もうとす る内容 に 関する質問をあ らか じ

め ノ ン ・ネイティ ブ ス ピーカー
に イン タ ビ ュ

ー
し 、 ビデオ に録画 もしくは オー

ディオテ
ー

プ に録音 して お く。 （例 えば、各 国に お ける ジ ェ ス チ ャ
ーな どの 非言語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ン の 違 い につ い て読む場 合、そ の 国で は 、

”Co皿 e　here．” ” I　don’t   ow ．
”
　

，tNo
．
”

な どを どの よ

うなジ ェ ス チ ャ
ー

で 表現 するの か 口頭で 説明 して もらっ た後に 、実演 して もらう。 ）なお 、

ス ピーカーは数力国に またが るの が望ましい 。 読解前にタス ク を与 えなが ら、 この ビデオ

を見せ る （テ ープを聞かせる ）こ とで 次の 目的を果たす こ とがで きる と思われ る 。

（1 ）読み 手 の 興味 と関心を引き つ け る 。 特に ビデオは 視覚に 訴え 、 活字離れ が著 しい と

　　 い われ る昨今 の 学 習者 を引きっ ける要 因 となる 。

（2 ＞読み 手の 背 景知識 を活性化 する 。 （top−down　view 　of 　reading ）

（3）Listening　 c 。mprehensi 。n を通 して 、 1）内容理解か ら文化の 多様性を認識 する こ と

　　 が で き る、 2 ）音声面で は ノ ン ・ネイテ ィ ブ ス ピー
カ

ー
の 特徴の あ る英語 に慣れ る

　　 こ とができ る。

（4 ）読解の 授業に リス ニ ン グを持 ち込む こ とで （post−reading 　 activities で も工 夫が で き

　　 る）、よ り自然な言語学習環境 （四技能統合）にす る こ とがで きる 。

　本発表 で は 実際に収録 し 、 使用 したイ ン タ ビ ュ
ー ・ビデオの

一
部を ご覧になっ てい ただ

い たい
。
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2 ．Pre−readilg 　activities の 実施

2 − 1 ．対象者

　　　 YMCA 語 学 ・ビ ジネス 専門 学校、相模女子 大学、神 奈川大 学そ の 他 1
，

2 年

　　　 約 300 名 （YMCA 日本語 学科の 留 学生の 協力を得て 行 っ た 。 ）

2 − 2 ．実施 手順

　　　 （1 ） こ れか ら読 もうとす る本文の 内容 に 関 して 、外 国人留学生 （中国 ・台湾 ・

　　　　　 香港 ・韓国 ・ベ ネズ エ ラ 等）に対 して イ ン タ ビ ュ
ーを行い 、それ を ビデ オ に

　　　　　 録画 す る （オ
ー

ディ オ テ
ープに録音する）。

　　　 （2 ） タ ス ク を与え、 （イ ン タ ビ ュ
ー

の 内容の gistを取 る、音の 違 い で 気づ い た事

　　　　　　を メ モ する 、分か っ た言 葉を抜き出 して メモ す る等）学生た ちに 、本文を読

　　　　　　ませ る 前に そ の ビデオを見せ る （オ
ーデ ィ オテ ープ を聴か せ る）。

　　　 （3 ） タス ク の 答え合わせ を し、必 要に 応 じて 教師が補足 説明 を加える 。

3 ．学生の 反応

3 − 1．ア ン ケ
ー ト調査 の 実施

　　　 幾 っ か の 項 目に つ い て 五 毀階で 評価 させ 、 そ の他 自由に気づ い た事 、 感 じた事等

　　　　を コ メ ン トさせ 、 回収 した 。

3 − 2 ，ア ン ケ
ー ト調査 の 結果

　　　 概 して 好意的 、 肯定 的な回 答が多か っ た 。

4 ．考察

　今回 の 試 み で は pre−readilg に 関 して は、前述の 目的を果 たす事が で きた と言 っ て よか

ろ う。　
一

方、様 々 なノ ン ・ネイ テ ィ ブ ス ピーカ ーの 英 語 に触れ させ る とい う点 に関 して

は、今 回 の イ ン タ ビ ュ
ーに協力 して も ら っ た の が 、日本語 学校の 留 学生 だ けで あ っ た た め 、

年 齢や 地域的 な偏 りか らど うして も免 れ 得なか っ た 。 そ の 為 、多様性 とい う観点か らい う

と、 今後の 課題 と して 残 され る 。 さ らに、何人か の学生か らネイ テ ィ ブ ス ピーカーの 英語

で す ら分か らない の に 、とい っ た 困惑 の 声も闘か れた 。 しか しなが ら、グ ロ
ーバ ル な視点

に 立っ て物を考 える人 間の 育成 とい う観点か らする と、英語 を international　 c。mmunication

の
一

手段 として 認識 し、英語 学習に対 して柔軟 な姿勢を持 っ よ うに学 生 たちの 意識 を切 り

替えて 行 く必要 を感 じる 。 その 点に於い て は、音声面 にお い て も文の構造に おい て も様 々

な地域 の 英語 （母 語 の 影響 を受けて い る英語） に接す る機会を与 える事 は、意義 の ある試

み であ っ た と言 っ て 良い の で は なか ろ うか 。
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